
歴史民俗 144 129 0.90 14 148 1.03 144 1.00 171 1.19

果樹園芸 84 160 1.90 ― 150 1.79 144 1.71 151 1.80

文学美術 108 124 1.15 ― 140 1.30 142 1.31 168 1.56

悠々健康 108 99 0.92 9 121 1.12 137 1.27 158 1.46

計 444 512 1.15 23 559 1.26 567 1.28 648 1.46

学習専科 定　員

高砂大学校大学院応募状況の比較

H31年度

応募者 応募者倍率 倍率

H30年度

応募者 倍率

H29年度

応募者 倍率

R 2年度

補充者

令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 た か さ ご 新 聞 第 ３ １ ０ 号 （ 1 ）

た
か
さ
ご
新
聞

４

～

６

月

実

施

主

要

行

事

令
和
２
年
度

同
窓
会
総
会
（
4
月
6
日
予
定
）
の
従
来
方
法

を
中
止
。
代
わ
り
に
総
会
資
料
を
代
議
員
各
位

に
送
付
し
、
意
見
を
問
う
方
法
で
対
応

4
月
27
日
（
月
）
令
和
２
年
度
第
1
回
ク
ラ
ス
会
長
・

（
4
月
16
日
を
変
更
）

第
1
回
グ
ル
ー
プ
代
表
者
会
議

午
後
１
時
30
分

彦
三
館

大
研
修
室

5
月
15
日
（
金
）
す
こ
や
か
体
育
ま
つ
り
正
副
部
長
会
議

午
後
1
時
30
分
～

彦
三
館

第
一
会
議
室

5
月
21
日
（
木
）
す
こ
や
か
体
育
ま
つ
り
運
営
委
員
会
・

分
科
会

午
後
1
時
30
分
～

彦
三
館

大
研
修
室
他

6
月
1
日
～
25
日
間
の
毎
週
（
月
）
～
（
木
）

金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
看
護
学
校

臨
地
実
習
受
け
入
れ

6
月
2
日
（
火
）
第
40
回
す
こ
や
か
体
育
ま
つ
り

午
前
10
時
～
午
後
3
時

市
総
合
体
育
館

発 行

高砂大学校同窓会

会長 小坂 進

〒920-0901

金沢市彦三町1-15-5

金沢中央公民館2F

TEL(076)261-8101

FAX(076)261-8149

（HＰ)http://www.

takasagoob.net

会員証 ポイントラリー

新年度の会員証はオレンジ
色がベースです。各期クラ
ス会長から配布されます。

同
窓
会
は
今
、
会
員
数
の
大

幅
な
減
少
に
よ
り
厳
し
い
局
面

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め
、
か
ね
て
か

ら
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
役

割
を
果
た
す
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
更
に
一

層
同
窓
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
等
活

動
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
新
し
い
会
長

に
業
務
を
引
き
継
ぐ
予
定
で
す

が
、
今
後
と
も
同
窓
会
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
と
共
に
、

皆
様
も
十
分
健
康
に
留
意
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
合
わ
せ
て
お
願

い
致
し
ま
す
。

の
説
明
、
指
示
に
従
い
、
厳
選

な
抽
選
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
予
防
対
応
の
関
係

か
ら
、
応
募
者
席
も
例
年
と
は

違
う
対
応
で
迎
え
た
が
、
応
募

者
も
世
間
へ
の
要
請
の
事
も
あ
っ

て
か
数
名
の
見
守
り
で
あ
っ
た
。

今
年
度
の
４
科
そ
れ
ぞ
れ
の

募
集
定
員
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
現
象
と
の
こ
と

で
、
歴
史
民
俗
科
（
15
名
）
と

悠
々
健
康
科
（
9
名
）
が
募
集

定
員
割
れ
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
定
員
を
補
充
す
る

方
法
と
し
て
、
花
樹
園
芸
科
と

文
学
美
術
科
の
抽
選
で
漏
れ
た

者
の
中
の
第
二
希
望
の
科
を
集

約
し
た
結
果
、
歴
史
民
俗
科
は

14
名
の
応
募
で
あ
り
、
全
員
が

入
学
決
定
と
な
っ
た
が
、
悠
々

健
康
科
は
16
名
の
応
募
の
た
め
、

更
に
抽
選
が
行
わ
れ
、
9
名
が

入
学
決
定
と
な
っ
た
。

抽
選
結
果
は
即
日
一
階
ロ
ビ
ー

貼
り
出
さ
れ
た
。

近
年
の
学
習
専
科
毎
の
応
募

者
・
倍
率
を
整
理
す
る
と
下
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

「新型コロナウイルス感染症」拡大対策

同窓会活動の自粛協力継続中

大学院受講生公開抽選会場の様子

会員証 協力事業所（３月追加分）

No.91 カフェ・アルコ メルカート(軽食喫茶)
青草町88番地 近江町いちば館1F

ランチを食べるとコーヒーor紅茶をサービス

令
和
２
年
度

高
砂
大
学
校
大
学
院

第
55
期

受
講
生
公
開
抽
選
会

令和２年度 同窓会総会が中止に

亘
る
「
定
期
総
会
」
を
中
止
し
、

代
わ
り
に
総
会
資
料
を
各
期
ク

ラ
ス
会
の
代
議
員
の
皆
様
に
直

接
発
送
さ
せ
て
頂
く
対
応
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

同
窓
会
と
し
て
、
厳
粛
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
為
に
も
、
先

般
か
ら
２
回
に
亘
り
、
自
粛
の

協
力
要
請
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
の
状
況
に
お
い
て
、

協
力
要
請
を
更
に
お
願
い
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
心
配
さ
れ

ま
す
が
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

定
期
総
会
中
止
に

代
わ
る
書
面
で
の
ご
挨
拶

会
長

小
坂

進

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
協

力
頂
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
お
陰
様
で
令
和
元
年
度

の
六
大
行
事
も
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

同
窓
会
の
「
定
期
総
会
」
を

令
和
２
年
４
月
６
日
に
開
催
す

べ
く
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
ご
存
知
の
と
お
り
、

今
や
世
界
中
に
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
流
行
が

留
ま
る
気
配
が
無
い
こ
と
か
ら
、

「
安
全
・
安
心
」
と
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
専
門
家
会
議

提
言
（
構
図
）
」
を
採
用
す
る

事
で
、
苦
渋
の
思
い
で
長
き
に

「 新型コロナウイルスの専門家会議提言（構図）」

３
月
５
日
（
木
）
彦
三
館
大

研
修
室
に
お
い
て
、
午
後
1
時

か
ら
令
和
２
年
度
（
第
５
５
期
）

高
砂
大
学
校
大
学
院
受
講
生
募

集
の
公
開
抽
選
会
が
行
わ
れ
た
。

立
会
人
の
中
か
ら
高
砂
大
学

校
同
窓
会
事
務
局
長

西
尾
氏
、

金
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学
校
事

務
局
長

岡
田
氏
、
金
沢
市
老

人
連
合
会
事
務
局
長

森
下
氏
、

金
沢
市
生
涯
学
習
課

米
島
氏
、

中
央
公
民
館
長

木
戸
氏
が
抽

選
者
に
な
り
、
彦
三
館

加
成

館
長
補
佐
の
抽
選
方
法
・
手
順

サ
ロ
ン
み
ら
い
高
砂

開
催

紙
芝
居
で
身
近
に
あ
る

相
続
の
こ
と
を
学
ぶ

２
月
21
日
（
金
）
午
前
10
時

か
ら
サ
ロ
ン
み
ら
い
高
砂
「
紙

芝
居
」
が
開
催
さ
れ
、
30
名
が

参
加
し
た
。

「
認
知
症
に
な
る
前
に
家
族
で

あ
る
あ
る
相
続
の
話
」
な
ど
と

題
し
て
、
演
者
に
か
な
ざ
わ
紙

芝
居
倶
楽
部
代
表

森
と
き
え

様
、
解
説
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

相
続
診
断
士

蔵
田
美
智
子
様

を
お
迎
え
し
、
財
産
相
続
に
関

す
る
事
象
を
紙
芝
居
で
、
法
律

に
基
づ
く
処
分
と
解
決
方
法
や

事
例
を
用
い
て
分
か
り
易
い
解

説
を
頂
い
た
。
ま
た
お
気
に
入

り
の
紙
芝
居
も
紹
介
頂
い
た
。

第
一
話
、
先
生
教
え
て
「
淑

子
（
よ
し
こ
）
さ
ん
」
（
あ
ら

かなざわ紙芝居倶楽部 森様㊤と

コンサルタント相続相談室 蔵田様㊨

す
じ
）
子
供
た
ち
も
自
立
し
、

や
が
て
夫
が
亡
く
な
り
、
一
人

暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
。
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
の
ん
び
り
暮
ら
し

て
い
た
が
、
あ
る
日
か
ら
淑
子

さ
ん
に
認
知
症
の
症
状
が
出
て

き
て
、
一
人
暮
ら
し
は
危
な
く

な
っ
て
き
た
の
で
、
施
設
に
入

る
こ
と
に
な
っ
た
。
施
設
で
は

と
て
も
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た

が
、
娘
た
ち
が
訪
ね
た
折
り
、

「
私
の
財
産
を
世
話
し
て
も
ら
っ

て
い
る
介
護
の
玉
子
さ
ん
に
全

て
渡
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
猫
の
タ
マ
も
気
に
な
っ

と
る
」
と
言
い
出
し
た
。
い
い

人
や
け
れ
ど
、
他
人
に
財
産
を

全
部
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
。

と
の
話
。

Ａ
＝
全
部
あ
げ
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
遺
留
分
の
半
分
が
子

に
補
償
さ
れ
て
い
る
。
二
人
で

あ
れ
ば
1
／
4
ず
つ
で
あ
る
。

（
※
裏
面
に
に
続
き
ま
す
）

《密 閉》

《密 集》 《密 接》
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会
員
だ
よ
り

私
た
ち
「
い
き
い
き
会
」
は
、

2
月
20
日
（
木
）
令
和
元
年
度

第
3
回
役
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
（
彦
三
館
小
会
議
室
A
・

10
時
30
分
～
11
時
45
分
・
参
加

者
15
名
）

第
2
回
役
員
会
後
の
活
動
報

告
や
次
期
会
員
と
役
員
の
確
認
、

会
費
を
徴
集
し
た
後
、
今
回
の

企
画
「
歴
史
講
座
」
を
行
い
ま

し
た
。

高
砂
大
学
院
OB
歴
史
会
藤
堂

副
会
長
よ
り
、
「
加
賀
藩
歴
代

藩
主
」
と
題
し
、
14
人
の
藩
主

一
人
ひ
と
り
の
業
績
に
つ
い
て

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に

藤
堂
副
会
長
よ
り
○
×
問
題
が

出
さ
れ
、
北
さ
ん
が
全
問
正
解
！

和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
終
了
。

亡
く
な
っ
た
2
名
を
含
め
会

員
が
減
少
す
る
中
、
ク
ラ
ス
事

業
の
拡
充
に
向
け
て
意
見
を
出

し
合
い
、
来
年
度
も
魅
力
あ
る

集
ま
り
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
歴
史
会
【
２
月
】

自
主
研
究
発
表
の
報
告

自
主
研
究
部
会

西
尾

欣
一

「

日
本
人
の
宗
教
」

「

兼
六
園
の
成
り
立
ち
」

１
０
６
期
３
組会

長

轟

健
正

役
員
会
で
歴
史
講
座

二
月
二
◯
日
（
木
）
午
前
十

時
か
ら
視
聴
覚
室
に
お
い
て
発

表
会
が
行
わ
れ
た
。

小
西

優
（
九
八
ー
二
）

「
日
本
人
（
七
）
宗
教
」

こ
れ
は
日
本
人
シ
リ
ー
ズ
の

七
番
目
で
、
宗
教
と
い
う
切
り

口
か
ら
日
本
及
び
日
本
人
を
理

解
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
初
、
人
類
は
各
地
を
移
動

し
て
い
た
が
、
農
業
を
す
る
こ

と
に
よ
り
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
と
と
も
に
不
安
な
心

が
生
じ
、
集
団
で
神
に
祈
る
と

い
う
こ
と
が
各
地
で
生
じ
て
い

る
。
こ
れ
が
宗
教
の
始
ま
り
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
原
始
時
代

か
ら
仏
教
の
伝
来
を
経
て
、
現

代
社
会
に
通
じ
る
宗
教
の
構
造

は
、
江
戸
時
代
の
檀
家
制
度
・

氏
子
の
制
度
に
よ
っ
て
出
来
上

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
明
治
以
降
も
国
民

の
九
割
が
神
社
に
参
り
、
八
割

が
仏
様
を
拝
む
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
人
は
外
来
の
も
の
を
受
け

入
れ
て
改
良
し
自
分
の
も
の
と

す
る
性
格
が
あ
り
、
現
在
宗
教

法
人
十
八
万
、
神
社
庁
所
管
の

氏
子
は
六
千
八
百
万
人
等
信
者

の
数
は
人
口
を
大
き
く
上
回
る

状
態
で
あ
る
。
日
本
人
の
宗
教

は
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
宗
教
」
と

言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

田
上

稔
（
九
八
ー
一
）

「
兼
六
園
の
成
り
立
ち
」

水
戸
偕
楽
園
、
岡
山
後
楽
園

と
並
ん
で
天
下
の
三
名
園
と
称

せ
ら
れ
、
年
間
二
百
八
十
万
人

の
観
光
客
で
賑
わ
う
兼
六
園
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
の
発
表
。

兼
六
園
の
地
が
歴
史
に
現
れ

る
の
は
、
天
文
十
五
（
一
九
四

六
）
年
、
本
願
寺
が
金
沢
御
堂

（
尾
山
御
坊
）
を
こ
の
地
に
建

て
た
こ
と
に
よ
る
。
以
後
、
佐

久
間
盛
政
の
金
沢
城
時
代
を
経

て
、
前
田
利
家
が
こ
こ
へ
入
城

し
て
か
ら
、
本
格
的
な
展
開
が

始
ま
る
。

兼
六
園
の
歴
史
は
、
百
閒
堀

に
面
し
た
蓮
池
庭
と
小
立
野
台

地
に
続
く
千
歳
台
に
分
け
ら
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ
る
。

利
長
の
時
代
以
来
こ
の
地
は

藩
士
の
屋
敷
地
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
が
、
五
代
綱
紀
か
ら
作

庭
さ
れ
て
き
た
。
十
一
代
治
脩

が
蓮
池
庭
に
翠
滝
の
整
備
や
夕

顔
亭
な
ど
現
兼
六
園
の
原
型
を

作
り
、
十
二
代
斉
広
の
竹
沢
御

殿
の
建
設
と
と
も
に
兼
六
園
と

名
づ
け
ら
れ
た
。
十
三
代
斉
泰

の
時
、
竹
沢
御
殿
を
取
り
壊
し

て
兼
六
園
が
完
成
し
た
。

い
ず
れ
の
発
表
も
、
平
生
我
々

が
理
解
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
こ
と
を
基
礎
的
な
と
こ
ろ
か

ら
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
、
大
変

有
意
義
で
あ
っ
た
。

・
最
優
秀
賞
（
石
川
県
教
育
委

員
会
賞
）

本
保
松
枝

「
平
泉
白
山
神
社
」

・
奨
励
賞
（
石
川
県
視
聴
覚
教

育
協
議
会
）

小
屋
忠
男

「
月
下
美
人
の
撮
影
に
挑
戦
」

・
奨
励
賞
（
石
川
県
視
聴
覚
教

育
協
議
会
）

安
倍
み
ど
り

「
初
め
て
の
ビ
デ
オ
撮
影
に

挑
戦
」

公
的
機
関
が
募
集
す
る
ビ
デ

オ
作
品
の
権
威
あ
る
コ
ン
ク
ー

ル
に
高
砂
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
会
員

３
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。
頂
点

の
最
高
賞
を
受
賞
（
R2
・
3
・

7
）
の
本
保
松
枝
さ
ん
か
ら
喜

び
の
寄
稿
が
届
き
ま
し
た
。

作
品
は
「
参
道
を
行
く
と
そ

こ
は
広
い
境
内
で
し
た
。
私
を

魅
了
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
木
漏

れ
陽
に
輝
く
緑
の
絨
毯
で
し
た
。

そ
こ
に
浮
か
ぶ
一
緒
に
来
た
人

と
の
思
い
出
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

新
し
い
編
集
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教

わ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
思
っ
た
通

り
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
完

成
は
撮
影
編
集
の
喜
び
を
味
わ
っ

た
瞬
間
で
し
た
。
（
撮
影
は
元

年
7
月
15
日
）

ビ
デ
オ
活
動
は
生
活
に
潤
い

や
楽
し
さ
を
持
た
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
、
新
た
な
人
々
と
の
出

会
い
は
か
け
が
い
の
な
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
良
き
ビ
デ
オ

仲
間
に
さ
さ
え
ら
れ
、
感
謝
し

な
が
ら
素
晴
ら
し
い
作
品
作
り

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
県
民
映
像
カ
レ
ッ
ジ
の

岡
野
重
和
講
師
の
講
評
】

《
小
屋
忠
男
さ
ん
の
作
品
》

い
つ
も
の
明
快
な
ナ
レ
ー
シ
ョ

高
砂
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
報
告

宮
本

房
義

第
50
回
い
し
か
わ

ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

受
賞

ン
は
も
と
よ
り
、
開
花
を
イ
ン

タ
ー
バ
ル
撮
影
に
挑
戦
さ
れ
た

こ
と
が
な
に
よ
り
の
評
価
、
こ

の
特
殊
撮
影
は
再
生
時
の
時
間

間
隔
の
設
定
が
難
し
い
が
、
こ

の
花
の
短
い
一
生
を
ま
ざ
ま
ざ

と
見
せ
つ
け
ら
れ
余
韻
が
漂
う

作
品
で
す
。

《
本
保
松
枝
さ
ん
の
作
品
》

ス
ケ
ッ
チ
風
の
映
像
の
流
れ

と
と
も
に
過
去
の
思
い
に
耽
る
。

淡
々
と
語
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

視
聴
者
へ
の
共
感
を
呼
ぶ
作
品

で
す

《
安
倍
み
ど
り
さ
ん
の
作
品
》

県
民
映
像
カ
レ
ッ
ジ
受
講
中

の
テ
ー
マ
作
品
が
処
女
作
品
で

入
賞
と
な
っ
た
の
は
前
例
が
有

り
ま
せ
ん
。
作
品
の
コ
マ
並
べ

も
当
然
な
が
ら
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
倍
加
し
て

い
ま
す
。

【
高
砂
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

会
長

小
屋
さ
ん
談
】

こ
ん
な
名
誉
で
嬉
し
い
こ
と

は
有
り
ま
せ
ん
。
部
員
の
中
で

入
部
に
間
も
な
い
女
性
が
二
人

も
受
賞
し
た
の
で
す
か
ら
。
早

速
祝
賀
会
を
と
思
い
ま
し
た
が

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
先
延
ば
し

で
す
が
喜
び
は
褪
せ
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。
受
賞
作
品
は

８
月
１
日
の
作
品
発
表
会
で
上

映
い
た
し
ま
す
の
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
当
ク
ラ
ブ
は
毎
週
の

定
例
以
外
に
も
編
集
室
で
だ
れ

か
が
自
分
の
作
品
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
部
屋
に
電
気
が
つ
い

て
い
た
ら
気
軽
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

ネ
が
食
べ
よ
う
と
し
た
が
、
1

羽
の
ひ
よ
こ
が
穂
を
銜
え
て
い

な
い
訳
を
尋
ね
る
と
、
「
銜
え

て
い
る
の
は
こ
れ
ま
で
食
べ
た

キ
ツ
ネ
の
尻
尾
で
、
銜
え
て
い

な
い
の
は
お
前
さ
ん
の
尻
尾
の

分
だ
」
と
知
り
、
キ
ツ
ネ
は
あ

わ
て
て
逃
げ
て
行
っ
た
。
子
を

守
っ
た
と
云
う
イ
ソ
ッ
プ
物
語

の
話
。

「
姉
妹
桜
」
（
あ
ら
す
じ
）

青
森
県
の
中
学
校
を
卒
業
し

て
、
大
和
紡
績
金
沢
工
場
に
集

団
就
職
。
山
形
の
子
と
友
達
に

な
り
、
最
初
の
頃
は
夜
間
高
校

に
も
行
け
て
喜
ん
で
い
た
。
や

が
て
、
仕
事
に
ミ
ス
を
し
て
は

叱
ら
れ
、
学
校
で
は
仕
事
に
疲

れ
て
居
眠
り
し
て
注
意
さ
れ
る

な
ど
辛
い
日
が
続
き
、
故
郷
に

帰
り
た
い
思
い
が
つ
の
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る

日
、
工
場
の
敷
地
に
寄
り
添
っ

て
姉
妹
の
よ
う
に
並
ぶ
満
開
の

桜
を
眺
め
て
、
故
郷
を
思
い
な

が
ら
も
頑
張
ろ
う
と
勇
気
付
け

ら
れ
た
。
辛
い
時
は
何
時
も
眺

め
て
い
た
。
と
の
お
祖
母
さ
ん

の
思
い
出
の
桜
。
工
場
は
無
く

な
っ
た
が
、
今
で
も
芸
術
村
に

残
さ
れ
て
い
る
。
と
の
話
。

第
三
話
、
先
生
教
え
て
「
信

託
銀
行
に
遺
言
状
が
…
…
！
」

（
あ
ら
す
じ
）
実
父
の
介
護
は

妹
に
任
せ
き
り
で
、
兄
と
相
談

し
て
、
そ
の
費
用
は
年
金
か
ら

ま
か
な
う
事
と
な
っ
た
。
郵
便

物
も
妹
へ
転
送
す
る
こ
こ
と
し

た
。
あ
る
日
、
銀
行
か
ら
定
期

の
満
期
通
知
が
届
い
た
。
兄
に

は
連
絡
せ
ず
、
少
し
ず
つ
引
き

出
し
て
い
く
。
ま
た
、
有
価
証

券
も
出
て
来
た
。
妹
は
使
い
込

み
豪
遊
生
活
。
や
が
て
父
が
亡

く
な
っ
た
。
信
託
銀
行
に
遺
言

状
が
残
っ
て
お
り
、
兄
弟
仲
良

く
分
け
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い

た
。
使
い
込
み
が
ば
れ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
様
に
な
っ
た
場
合
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。
と
の
話

Ａ
＝
税
法
で
は
使
っ
た
金
の
残

り
の
金
に
相
続
税
の
計
算
を
す

る
。
民
法
で
は
調
停
し
て
応
分

に
算
定
す
る
。

第
二
話
、
先
生
教
え
て
「
空

き
家
の
相
続
税
は
…
…
！
」

（
あ
ら
す
じ
）
能
登
の
土
地
・

家
屋
の
財
産
処
分
は
終
え
て
い

た
が
、
金
沢
の
田
舎
に
親
か
ら

相
続
し
た
土
地
・
家
屋
が
あ
り
、

空
き
家
に
な
っ
て
い
る
。
三
男

の
息
子
の
結
婚
を
機
会
に
、
そ

の
財
産
を
譲
る
と
言
っ
た
が
、

こ
ん
な
田
舎
に
は
住
め
な
い
。

財
産
は
放
棄
す
る
と
云
う
。
子

供
た
ち
が
相
続
し
な
い
場
合
は
、

そ
の
孫
が
継
ぐ
こ
と
に
な
る
の

か
。
固
定
資
産
税
は
誰
が
払
う

こ
と
に
な
る
の
か
。
と
の
話
。

Ａ
＝
親
が
亡
く
な
っ
て
、
子

供
た
ち
が
財
産
を
放
棄
し
て
も
、

固
定
資
産
税
は
子
供
た
ち
に
請

求
さ
れ
る
。
家
屋
も
残
っ
て
い

れ
ば
、
建
築
物
責
任
者
と
し
て
、

管
理
等
の
費
用
も
か
か
っ
て
く

る
。

サロンみらい高砂開催会場の様子

役員会後の歴史講座（藤堂さん）の様子

発表中の小西さん

発表中の田上さん

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
本
保
さ
ん

第
四
話
、
先
生
教
え
て
「
こ

ん
な
に
相
続
税
が
…
…
！
」

（
あ
ら
す
じ
）
幼
少
期
、
両
親

は
離
婚
。
実
父
が
亡
く
な
っ
た

後
、
一
人
娘
と
し
て
多
額
の
財

産
を
相
続
し
、
毎
日
豪
遊
生
活

の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
が
、

実
母
か
ら
離
婚
の
時
子
供
が
や

ど
っ
て
お
り
、
実
の
妹
の
存
在

が
分
か
っ
た
。
妹
へ
の
財
産
相

続
は
出
来
る
の
か
。
と
の
話

Ａ
＝
子
と
し
て
の
遺
留
分
を
分

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銀
行

へ
の
手
続
き
に
は
遺
産
分
割
協

議
書
が
必
要
で
あ
り
、
相
続
人

と
分
か
る
原
戸
籍
謄
本
が
必
要
。

他
に
、
森
さ
ん
の
お
気
に
入

り
の
紙
芝
居
「
あ
わ
の
穂
」
と

題
し
た
「
や
せ
た
メ
ン
ド
リ
と

キ
ツ
ネ
」
と
云
う
イ
タ
リ
ヤ
の

話
を
関
西
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

制
作
し
た
も
の
。

（
あ
ら
す
じ
）
餌
を
あ
ま
り
貰

え
ず
痩
せ
た
メ
ン
ド
リ
が
山
に

あ
る
餌
（
木
の
実
）
で
太
っ
て

く
る
と
山
へ
入
る
と
、
キ
ツ
ネ

が
待
ち
か
ま
え
て
い
て
、
食
べ

よ
う
と
す
る
。
メ
ン
ド
リ
は
、

今
は
痩
せ
て
い
る
の
で
太
っ
て

帰
っ
て
来
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
と
頼
む
。
や
が
て

メ
ン
ド
リ
は
太
り
、
ひ
よ
こ
を

数
羽
を
つ
れ
て
「
あ
わ
の
穂
」

を
銜
え
さ
せ
、
山
を
下
り
て
来

た
。
待
ち
か
ま
え
て
い
た
キ
ツ
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